
平
成
30
年
10
月
7
日
（
日
）

「
函
館
国
際
ホ
テ
ル
」

に
お
い
て
18
回
生
の
同

期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同

期
会
は
こ
れ
ま
で

概
ね
5
年
サ
イ
ク
ル
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
東
京
、
大
阪
、
広
島
な

ど
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
今
回

は
１
０
９
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。我

々
世
代
は
「
団
塊
の
世
代
」

と
呼
ば
れ
、
小
中
高
校
の
ど
の
時

代
で
も
人
数
が
一
番
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

私
が
入
学
し
た
昭
和

40
年
は
高
校
受
験
の
範
囲
が
限
定

さ
れ
た
「
小
学
区
制
」
の
最
後
の

年
で
し
た
。

西
高
へ
受
験
で
き
た
の
は
、
概

ね
函
館
市
内
は
若
松
町
・
新
川
町

付
近
か
ら
函
館
山
よ
り
の
西
部
地

区
と
郡
部
は
Ｊ
Ｒ
上
磯
線
沿
線
の

中
学
校
で
し
た
。

西
高
18
回
生
は
、
普
通
科
9
ク

ラ
ス
、
家
庭
科
1
ク
ラ
ス
の
10
ク

ラ
ス
で
あ
り
マ
ン
モ
ス
学
年
で
し

た
。
（
卒
業
生
５
２
６
名
）

私
は
3
年
8
組
で
し
た
が
、
過

去
数
回
の
同
期
会
で
は
出
席
者
が

一
番
多
く
自
慢
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
3
年

7
組
（
17
名
）
に
ト
ッ
プ
の
座
を

け
渡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

午
後
6
時
か
ら
会
長
挨
拶
・
祝

杯
・
祝
宴
・
ク
ラ
ス
紹
介
・
写
真

撮
影
・
校
歌
・
応
援
歌
斉
唱
と
続

き
、
西
高
3
年
間
の
懐
か
し
い
話

や
卒
業
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
話

に
花
が
咲
き
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

9
時
過
ぎ
か
ら
は
隣
り
の
ニ
チ

ロ
ビ
ル
１
Ｆ
で
の
合
同
２
次
会
と

続
き
、
我
ク
ラ
ス
は
11
時
過
ぎ
か

ら
五
稜
郭
へ
繰
り
出
し
て
の
３
次

会
と
な
り
、
そ
こ
で
も
飲
ん
で
歌
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
同
期
会

と
な
り
ま
し
た
。
70
歳
を
迎
え
る

身
体
の
ど
こ
に
こ
ん
な
パ
ワ
ー
が

宿
っ
て
い
る
の
か
不
思
議
な
一
日

で
し
た
。

今
回
の
同
期
会
を
企
画
し
て
い

た
だ
い
た
幹
事
の
皆
様
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
次
回
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
！
？
。

新
し
い
函
館
西
高
校

校
章
、
校
歌
、
制
服
決
定
！

【
校
章
】

校
章
作
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
西
高
、

稜
北
高
の
美
術

部
、
イ
ラ
ス
ト

部
の
生
徒
7
名

の
デ
ザ
イ
ン
案
を
函
館
デ
ザ
イ
ン

協
議
会
所
属
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
対

話
し
な
が
ら
練
り
上
げ
、
最
終
的

に
は
両
校
の
在
校
生
に
よ
る
投
票

に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
。

「
探
求
」
の
象
徴
と
な
る
校
章
。

中
央
の
「
Ｗ
」
は
西
の
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ

の
頭
文
字
。
背
景
の
ダ
イ
ヤ
は
光

り
輝
く
未
来
を
表
現
し
て
い
る
。

【
校
歌
】

歌
詞
は
、
現
在
、
過
去
、
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
西
高
周
辺
の
景

色
、
空
気
感
、
そ
し
て
生
徒
た
ち

の
日
々
の
思
い
や
未
来
へ
の
希
望

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

【
制
服
】

新
し
さ
と
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る

セ
ー
ラ
ー
服
と
詰
め
襟
の
デ
ザ
イ

ン
で
あ
る
。
２
本
の
白
線
は
、
２

校
統
合
の
象
徴
で
あ
る
。
ス
カ
ー

ト
の
ラ
イ
ン
は
函
館
の
黄
色
い
消

火
栓
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
の
織
り

に
な
っ
て
お
り
、
函
館
の
街
が
持

つ
和
洋
折
衷
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。

（
西
高
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
よ
り
）

同
窓
生
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
４
月
か
ら
支
部
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
３
月
を

も
っ
て
、
３
期
６
年
の
任
期
を
終

え
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い

た
支
部
役
員
の
皆
様
、
総
会
・
懇

親
会
に
ご
出
席
頂
き
、
ま
た
、
会

費
を
納
入
し
て
頂
い
た
札
幌
支
部

同
窓
生
の
皆
様
、
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
総
会
・
懇
親
会
に
ご
出
席
頂
い

た
函
館
西
高
の
校
長
先
生
、
教
員

の
方
々
や
本
部
、
東
京
支
部
の
方
々

等
、
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
６
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
従
来
、
会
計
年
度
（
当

年
４
月
～
翌
年
３
月
）
と
役
員
の

任
期
（
前
年
10
月
～
当
年
９
月
）

が
半
年
ず
れ
て
い
た
の
を
改
め
、

私
の
任
期
を
総
会
で
支
部
長
に
選

任
さ
れ
た
平
成
25
年
10
月
か
ら
で

は
な
く
半
年
遅
ら
せ
て
平
成
26
年

４
月
か
ら
と
し
、
そ
の
分
、
前
年

の
支
部
長
の
任
期
を
半
年
、
延
長

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
支
部
長
に

選
任
さ
れ
た
直
後
か
ら
わ
が
ま
ま

を
言
わ
せ
て
も
ら
っ
た
次
第
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
平

成
27
年
度
の
総
会
で
支
部
会
則
を

全
体
的
に
整
理
し
て
改
正
し
、
役

員
の
任
期
も
会
計
年
度
と
同
一
に

す
る
こ
と
を
会
則
上
、
明
確
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
27
年
10
月
に

函
館
市
で
西
高
創
立
１
１
０
年
周

年
記
念
式
典
が
あ
り
出
席
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
大
き
な

行
事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

怠
け
者
の
私
に
も
い
く
ら
か
支
部

長
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま
れ
て
き

た
よ
う
な
ー
ー
ー
ー
（
！
？
）
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
二
期
目
に

入
り
ま
し
た
が
、
同
28
年
度
は
札

幌
支
部
創
立
50
周
年
の
年
で
す
。

副
支
部
長
は
じ
め
支
部
役
員
一
同

の
ご
尽
力
に
よ
り
記
念
事
業
と
し

て
記
念
誌
の
発
行
と
作
家
森
真
沙

子
氏
（
西
高
11
回
生
）
の
記
念
講

演
「
幕
末
の
箱
館
は
こ
ん
な
に
面

白
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
誌
の
題
字
「
つ
ゝ
じ
ヶ
丘
さ
っ

ぽ
ろ
」
を
西
高
書
道
部
の
若
山
君

（
２
０
１
６
ひ
ろ
し
ま
総
文
文
科

大
臣
賞
受
賞
）
に
揮
毫
し
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
、
西
高
放
送
部
に
Ｖ

Ｔ
Ｒ
「
西
高
校
の
１
年
間
」
を
制

作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
札
幌
支
部
の
貴
重
な
財
産
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
高
と
稜
北

高
と
が
平
成
31
年
４
月
か
ら
統
合

さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

同
窓
会
と
し
て
こ
れ
に
ど
う
対
処

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
会
計
支
出
原

則
を
改
正
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

自
費
だ
っ
た
同
窓
会
本
部
、
東
京

支
部
等
の
総
会
に
出
席
し
た
場
合

の
懇
親
会
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
を

1
名
分
に
限
定
し
て
札
幌
支
部
か

ら
支
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
同
29
年
12
月
５
日

に
本
部
の
中
山
会
長
の
お
骨
折
り

で
、
西
高
と
稜
北
高
の
統
合
問
題

の
担
当
者
で
あ
る
参
事
（
北
海
道

教
育
庁
「
新
し
い
高
校
づ
く
り
推

進
室
」
）
と
面
会
し
、
統
合
高
の

名
称
と
し
て
西
高
名
を
存
続
さ
せ

た
い
と
い
う
同
窓
会
の
強
い
思
い

を
中
山
会
長
共
々
伝
え
て
き
ま
し

た
。
西
高
14
回
生
の
川
尻
道
議
が

こ
の
場
を
設
定
し
て
く
れ
た
も
の

で
す
。

こ
う
し
て
三
期
目
に
入
る
平
成

30
年
度
の
総
会
を
む
か
え
ま
し
た

が
、
こ
の
場
で
本
部
の
能
登
谷
代

表
幹
事
か
ら
統
合
高
の
名
称
は
函

館
西
高
に
な
る
旨
の
嬉
し
い
知
ら

せ
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

他
方
、
平
成
28
年
度
、
同
29
年

度
の
２
年
間
、
副
支
部
長
を
務
め

て
頂
い
た
對
馬
良
司
さ
ん
（
16
回

生
）
が
、
同
30
年
12
月
、
御
病
気

で
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
悲
し
い

知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
對
馬
さ

ん
は
、
50
周
年
記
念
誌
の
編
集
委

員
会
委
員
長
と
し
て
記
念
誌
の
発

行
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
た
方

で
す
。
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

毎
年
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
て
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
な
り
に
何
か
あ
る
も
の

だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
２
０

１
９
（
令
和
１
）
年
度
の
総
会
で

は
、
次
年
度
か
ら
の
新
た
な
支
部

長
等
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

札
幌
支
部
は
、
会
費
納
入
者
数
は

横
ば
い
で
総
会
・
懇
親
会
へ
の
出

席
者
数
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ

り
、
全
体
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
等
、
相
変
わ
ら
ず
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
稜
北

高
同
窓
会
や
新
た
な
函
館
西
高
の

同
窓
会
と
つ
ゝ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
と

の
関
係
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

課
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
新
た
な

支
部
長
の
下
で
諸
課
題
に
取
り
組

み
、
札
幌
支
部
が
発
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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３
期
６
年
を
振
り
返
っ
て

【
編
集
後
記
】

西
高
は
明
治
38
年
（
１
９
０

５
年
）
「
北
海
道
庁
立
函
館
高

等
女
学
校
」
開
校
以
来
、
創
立

１
１
４
年
に
な
り
、
今
年
新
し

く
第
４
代
目
（
高
女
・
女
子
高
・

西
高
・
稜
北
高
と
統
合
さ
れ
た

西
高
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

今
年
は
新
1
年
生
が
3
ク
ラ

ス
か
ら
6
ク
ラ
ス
と
な
り
、
生

徒
数
が
増
え
た
。
こ
の
こ
と
が

生
徒
の
学
校
生
活
に
プ
ラ
ス
効

果
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

（
竹
林
進

17
回
生
）

札
幌
支
部
長

浅
野

元
広
（
18
回
生
）

第 5 4 回 札 幌 支 部 総 会

つゝじヶ丘同窓会

2019年（令和元年）9月28日（土）
「ネストホテル札幌駅前」に於いて開催

18
回
生
（
昭
和
43
年
3
月
卒
業
）

同
期
会
開
催
!!

池
田

隆
（
18
回
生
）

北海道函館西高等学校 校歌
監修 国立音楽大学教授 津田正之

作詞 校歌作成プロジェクト（函館西・函館稜北高校生徒）

作曲 紺野鷹生（国立音楽大学）



平
成
30
年
10
月
7
日
（
日
）

「
函
館
国
際
ホ
テ
ル
」

に
お
い
て
18
回
生
の
同

期
会
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開
催
さ
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ま
し
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。同

期
会
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れ
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概
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5
年
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催
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。
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験
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概
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Ｒ
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で
あ
り
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ン
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ス
学
年
で
し

た
。
（
卒
業
生
５
２
６
名
）

私
は
3
年
8
組
で
し
た
が
、
過

去
数
回
の
同
期
会
で
は
出
席
者
が

一
番
多
く
自
慢
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
3
年

7
組
（
17
名
）
に
ト
ッ
プ
の
座
を

け
渡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

午
後
6
時
か
ら
会
長
挨
拶
・
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祝
宴
・
ク
ラ
ス
紹
介
・
写
真

撮
影
・
校
歌
・
応
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歌
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唱
と
続

き
、
西
高
3
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間
の
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か
し
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や
卒
業
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
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生
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に
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し
い
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と
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過
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か
ら
は
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り
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ニ
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ロ
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ル
１
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で
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合
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次
会
と

続
き
、
我
ク
ラ
ス
は
11
時
過
ぎ
か

ら
五
稜
郭
へ
繰
り
出
し
て
の
３
次

会
と
な
り
、
そ
こ
で
も
飲
ん
で
歌
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
同
期
会

と
な
り
ま
し
た
。
70
歳
を
迎
え
る

身
体
の
ど
こ
に
こ
ん
な
パ
ワ
ー
が

宿
っ
て
い
る
の
か
不
思
議
な
一
日

で
し
た
。

今
回
の
同
期
会
を
企
画
し
て
い

た
だ
い
た
幹
事
の
皆
様
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
次
回
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
！
？
。

新
し
い
函
館
西
高
校

校
章
、
校
歌
、
制
服
決
定
！

【
校
章
】

校
章
作
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
西
高
、

稜
北
高
の
美
術

部
、
イ
ラ
ス
ト

部
の
生
徒
7
名

の
デ
ザ
イ
ン
案
を
函
館
デ
ザ
イ
ン

協
議
会
所
属
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
対

話
し
な
が
ら
練
り
上
げ
、
最
終
的

に
は
両
校
の
在
校
生
に
よ
る
投
票

に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
。

「
探
求
」
の
象
徴
と
な
る
校
章
。

中
央
の
「
Ｗ
」
は
西
の
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ

の
頭
文
字
。
背
景
の
ダ
イ
ヤ
は
光

り
輝
く
未
来
を
表
現
し
て
い
る
。

【
校
歌
】

歌
詞
は
、
現
在
、
過
去
、
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
西
高
周
辺
の
景

色
、
空
気
感
、
そ
し
て
生
徒
た
ち

の
日
々
の
思
い
や
未
来
へ
の
希
望

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

【
制
服
】

新
し
さ
と
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る

セ
ー
ラ
ー
服
と
詰
め
襟
の
デ
ザ
イ

ン
で
あ
る
。
２
本
の
白
線
は
、
２

校
統
合
の
象
徴
で
あ
る
。
ス
カ
ー

ト
の
ラ
イ
ン
は
函
館
の
黄
色
い
消

火
栓
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
の
織
り

に
な
っ
て
お
り
、
函
館
の
街
が
持

つ
和
洋
折
衷
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。

（
西
高
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
よ
り
）

同
窓
生
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
４
月
か
ら
支
部
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
３
月
を

も
っ
て
、
３
期
６
年
の
任
期
を
終

え
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い

た
支
部
役
員
の
皆
様
、
総
会
・
懇

親
会
に
ご
出
席
頂
き
、
ま
た
、
会

費
を
納
入
し
て
頂
い
た
札
幌
支
部

同
窓
生
の
皆
様
、
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
総
会
・
懇
親
会
に
ご
出
席
頂
い

た
函
館
西
高
の
校
長
先
生
、
教
員

の
方
々
や
本
部
、
東
京
支
部
の
方
々

等
、
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
６
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
従
来
、
会
計
年
度
（
当

年
４
月
～
翌
年
３
月
）
と
役
員
の

任
期
（
前
年
10
月
～
当
年
９
月
）

が
半
年
ず
れ
て
い
た
の
を
改
め
、

私
の
任
期
を
総
会
で
支
部
長
に
選

任
さ
れ
た
平
成
25
年
10
月
か
ら
で

は
な
く
半
年
遅
ら
せ
て
平
成
26
年

４
月
か
ら
と
し
、
そ
の
分
、
前
年

の
支
部
長
の
任
期
を
半
年
、
延
長

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
支
部
長
に

選
任
さ
れ
た
直
後
か
ら
わ
が
ま
ま

を
言
わ
せ
て
も
ら
っ
た
次
第
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
平

成
27
年
度
の
総
会
で
支
部
会
則
を

全
体
的
に
整
理
し
て
改
正
し
、
役

員
の
任
期
も
会
計
年
度
と
同
一
に

す
る
こ
と
を
会
則
上
、
明
確
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
27
年
10
月
に

函
館
市
で
西
高
創
立
１
１
０
年
周

年
記
念
式
典
が
あ
り
出
席
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
大
き
な

行
事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

怠
け
者
の
私
に
も
い
く
ら
か
支
部

長
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま
れ
て
き

た
よ
う
な
ー
ー
ー
ー
（
！
？
）
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
二
期
目
に

入
り
ま
し
た
が
、
同
28
年
度
は
札

幌
支
部
創
立
50
周
年
の
年
で
す
。

副
支
部
長
は
じ
め
支
部
役
員
一
同

の
ご
尽
力
に
よ
り
記
念
事
業
と
し

て
記
念
誌
の
発
行
と
作
家
森
真
沙

子
氏
（
西
高
11
回
生
）
の
記
念
講

演
「
幕
末
の
箱
館
は
こ
ん
な
に
面

白
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
誌
の
題
字
「
つ
ゝ
じ
ヶ
丘
さ
っ

ぽ
ろ
」
を
西
高
書
道
部
の
若
山
君

（
２
０
１
６
ひ
ろ
し
ま
総
文
文
科

大
臣
賞
受
賞
）
に
揮
毫
し
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
、
西
高
放
送
部
に
Ｖ

Ｔ
Ｒ
「
西
高
校
の
１
年
間
」
を
制

作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
札
幌
支
部
の
貴
重
な
財
産
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
高
と
稜
北

高
と
が
平
成
31
年
４
月
か
ら
統
合

さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

同
窓
会
と
し
て
こ
れ
に
ど
う
対
処

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
会
計
支
出
原

則
を
改
正
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

自
費
だ
っ
た
同
窓
会
本
部
、
東
京

支
部
等
の
総
会
に
出
席
し
た
場
合

の
懇
親
会
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
を

1
名
分
に
限
定
し
て
札
幌
支
部
か

ら
支
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
同
29
年
12
月
５
日

に
本
部
の
中
山
会
長
の
お
骨
折
り

で
、
西
高
と
稜
北
高
の
統
合
問
題

の
担
当
者
で
あ
る
参
事
（
北
海
道

教
育
庁
「
新
し
い
高
校
づ
く
り
推

進
室
」
）
と
面
会
し
、
統
合
高
の

名
称
と
し
て
西
高
名
を
存
続
さ
せ

た
い
と
い
う
同
窓
会
の
強
い
思
い

を
中
山
会
長
共
々
伝
え
て
き
ま
し

た
。
西
高
14
回
生
の
川
尻
道
議
が

こ
の
場
を
設
定
し
て
く
れ
た
も
の

で
す
。

こ
う
し
て
三
期
目
に
入
る
平
成

30
年
度
の
総
会
を
む
か
え
ま
し
た

が
、
こ
の
場
で
本
部
の
能
登
谷
代

表
幹
事
か
ら
統
合
高
の
名
称
は
函

館
西
高
に
な
る
旨
の
嬉
し
い
知
ら

せ
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

他
方
、
平
成
28
年
度
、
同
29
年

度
の
２
年
間
、
副
支
部
長
を
務
め

て
頂
い
た
對
馬
良
司
さ
ん
（
16
回

生
）
が
、
同
30
年
12
月
、
御
病
気

で
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
悲
し
い

知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
對
馬
さ

ん
は
、
50
周
年
記
念
誌
の
編
集
委

員
会
委
員
長
と
し
て
記
念
誌
の
発

行
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
た
方

で
す
。
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

毎
年
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
て
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
な
り
に
何
か
あ
る
も
の

だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
２
０

１
９
（
令
和
１
）
年
度
の
総
会
で

は
、
次
年
度
か
ら
の
新
た
な
支
部

長
等
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

札
幌
支
部
は
、
会
費
納
入
者
数
は

横
ば
い
で
総
会
・
懇
親
会
へ
の
出

席
者
数
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ

り
、
全
体
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
等
、
相
変
わ
ら
ず
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
稜
北

高
同
窓
会
や
新
た
な
函
館
西
高
の

同
窓
会
と
つ
ゝ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
と

の
関
係
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

課
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
新
た
な

支
部
長
の
下
で
諸
課
題
に
取
り
組

み
、
札
幌
支
部
が
発
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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３
期
６
年
を
振
り
返
っ
て

【
編
集
後
記
】

西
高
は
明
治
38
年
（
１
９
０

５
年
）
「
北
海
道
庁
立
函
館
高

等
女
学
校
」
開
校
以
来
、
創
立

１
１
４
年
に
な
り
、
今
年
新
し

く
第
４
代
目
（
高
女
・
女
子
高
・

西
高
・
稜
北
高
と
統
合
さ
れ
た

西
高
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

今
年
は
新
1
年
生
が
3
ク
ラ

ス
か
ら
6
ク
ラ
ス
と
な
り
、
生

徒
数
が
増
え
た
。
こ
の
こ
と
が

生
徒
の
学
校
生
活
に
プ
ラ
ス
効

果
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

（
竹
林
進

17
回
生
）

札
幌
支
部
長

浅
野

元
広
（
18
回
生
）

第 5 4 回 札 幌 支 部 総 会

つゝじヶ丘同窓会

2019年（令和元年）9月28日（土）
「ネストホテル札幌駅前」に於いて開催

18
回
生
（
昭
和
43
年
3
月
卒
業
）

同
期
会
開
催
!!

池
田

隆
（
18
回
生
）

北海道函館西高等学校 校歌
監修 国立音楽大学教授 津田正之

作詞 校歌作成プロジェクト（函館西・函館稜北高校生徒）

作曲 紺野鷹生（国立音楽大学）



つ
ゝ
じ
ケ
丘
同
窓
会
札
幌
支
部

の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
46
回
生
（
函
館
在
住
）
の

山
田
か
お
り
と
申
し
ま
す
。

昨
年
12
月
20
日
に
当
時
２
年
生

の
西
高
生
有
志
と
共
に
、
函
館
ク

リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ス
テ
ー

ジ
で
『
一
夜
限
り
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
』
を
開
催
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

行
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

西
高
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
、

社
会
人
と
生
徒
が
函
館
の
活
性
化

に
つ
い
て
対
話
を
す
る
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

５
年
目
の
活
動
で
私
も
以
前
か

ら
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
毎

回
遊
園
地
・
水
族
館
が
欲
し
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た
い
な
ど

の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
チ
ー
ム
は
函
館
の
現
況
話
か
ら
、

函
館
は
観
光
客
目
線
の
も
の
は
多

い
が
、
市
民
が
楽
し
め
る
も
の
が

な
い
！
そ
れ
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
か
？
と
話
し
て
い
た
所
、
西
高

最
後
の
年
に
地
元
の
人
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
達
で
開
催
し

た
い
！
と
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
い
つ
か
実
践
に
つ
な
げ

て
あ
げ
た
い
と
い
う
想
い
が
以
前

か
ら
あ
っ
た
事
か
ら
、
卒
業
生
と

し
て
応
援
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
参
加
さ
れ
た
社
会
人

の
方
と
の
縁
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
へ

参
加
出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
学
校
行
事
と

は
別
で
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
だ
っ
た
為
、
部
活
動
を
終
え

て
か
ら
準
備
を
行
い
、
大
勢
で
行

う
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
は
昼
休
み
に

体
育
館
へ
集
ま
り
、
練
習
を
自
主

的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
メ

ン
バ
ー
集
め
や
練
習
場
所
の
交
渉

な
ど
、
生
徒
自
ら
行
っ
て
い
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
、
実
は
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
卒
業
生
と
関
わ
る

機
会
が
殆
ど
な
く
、
中
山
会
長
へ

突
然
ご
連
絡
し
た
所
、
同
窓
会
と

し
て
も
応
援
し
て
頂
け
る
と
快
く

受
け
止
め
て
頂
き
ま
し
た
。

と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
か
ら
輪
が
広
が
っ
て
い
き
、
初

対
面
の
方
も
現
役
生
が
頑
張
る
話

を
聴
け
て
嬉
し
い
と
多
く
の
方
に

協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

始
め
は
後
輩
達
を
応
援
し
て
い

る
つ
も
り
が
、
私
も
含
め
て
諸
先

輩
方
々
に
応
援
し
て
頂
い
て
い
る

事
に
気
づ
き
ま
し
た
。

年
数
は
経
過
し
て
い
て
も
西
高

の
環
境
で
学
ん
だ
事
が
自
然
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

今
回
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
生
徒

達
と
共
に
動
い
て
い
た
中
で
共
通

し
て
い
た
事
は
、
個
性
豊
か
で
責

任
感
が
高
い
事
。
そ
し
て
仲
間
へ

の
敬
意
を
持
ち
あ
り
が
と
う
の
言

葉
を
多
く
交
わ
し
て
い
た
事
で
し

た
。イ

ベ
ン
ト
前
日
ま
で
、
ク
ッ
キ
ー

や
パ
ン
の
製
作
・
衣
裳
の
作
製
・

フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
、
マ
ジ
ッ
ク
の

練
習
…
。
そ
し
て
、
当
日
に
流
す

映
像
に
そ
の
様
子
を
含
め
る
為
、

直
前
ま
で
映
像
の
編
集
作
業
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
各
自

責
任
も
っ
て
声
を
掛
け
合
っ
て
い

ま
し
た
が
、
後
か
ら
前
日
は
中
々

眠
れ
な
か
っ
た
と
も
聞
き
、
参
加

す
る
喜
び
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も

負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
た
な
と
感

心
し
て
い
ま
す
。

一
夜
限
り
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

『
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
』
が
開
催
さ

れ
た
日
は
、
海
風
の
寒
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
と
な
る
制
服
姿

で
行
い
た
い
と
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

に
学
ラ
ン
姿
で
キ
ャ
ス
ト
と
し
て

お
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
寒
さ
を
感
じ

さ
せ
る
素
振
り
も
な
く
、
ず
っ
と

笑
顔
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、

最
後
に
吹
奏
楽
の
演
奏
と
共
に
校

歌
を
歌
っ
て
い
た
姿
は
、
多
く
の

見
に
来
て
い
た
多
く
の
方
に
感
動

を
届
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
笑
顔
を
見
て
こ
れ
ま
で
携

わ
っ
て
き
た
事
に
感
謝
と
共
に
、

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
現
役
生
と
卒

業
生
が
協
力
し
て
創
り
あ
げ
る
事

の
出
来
る
西
高
を
卒
業
し
て
良
か
っ

た
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
生
徒
達
の
事
、
そ
し

て
協
力
し
て
頂
い
た
卒
業
生
や
関

係
者
の
事
を
お
伝
え
し
た
い
事
は

沢
山
あ
り
ま
す
。

意
欲
あ
る
現
役
生
、
学
校
の
柔

軟
な
協
力
、
卒
業
生
の
協
力
、
西

高
生
の
想
い
を
受
け
止
め
て
協
賛

し
て
頂
い
た
方
、
そ
し
て
会
社
の

協
力
・
・
・

一
つ
一
つ
の
縁
と
想
い
が
繋
が

り
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
を
開
催
出
来

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
田

か
お
り

早
い
も
の
で
今
年
９
月
に
は
70

歳
に
な
り
ま
す
。
20
歳
前
後
の
頃

に
は
70
歳
位
の
人
を
見
る
と
随
分

な
年
寄
（
老
人
）
だ
な
と
感
じ
て

見
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
自
分
の

歳
位
置
を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に

年
寄
り
で
は
無
い
と
自
分
で
は
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
は
中
学
・
高
校
の
頃
か
ら
体

育
会
系
で
あ
っ
た
た
め
、
柔
軟
・

屈
伸
・
腹
筋
・
腕
立
等
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
（
回
数
は
そ
の
時
々

で
変
更
）
現
在
の
体
形
は
高
校
生

の
時
と
余
り
変
わ
り
な
く
、
体
重

も
ほ
ぼ
一
緒
で
す
。

た
だ
し
、
60
歳
頃
か
ら
血
圧
が
、

64
歳
頃
か
ら
血
糖
値
が
高
く
な
り
、

定
期
的
に
病
院
通
い
を
行
い
「
薬
」

を
飲
ん
で
お
り
、
や
は
り
現
実
的

に
は
年
寄
り
の
道
を
歩
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。

［
発
症
］

脳
梗
塞
の
発
症
は
、
昨
年
３
月

12
日
３
時
頃
の
こ
と
で
し
た
。

ト
イ
レ
か
ら
戻
っ
て
布
団
に
寝
よ

う
と
し
た
時
（
痛
み
や
自
覚
症

状
は
全
く
無
し
）
に
布
団
の
上
に

「
ド
タ
！
」
と
倒
れ
た
よ
う
で
、

妻
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
飛
び
起
き
、

声
を
掛
け
て
抱
き
起
こ
そ
う
と
し

た
よ
う
で
す
が
無
理
で
し
た
。
私

は
声
も
出
ず
身
体
を
動
か
す
こ
と

も
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
何
と
な
く
で
す
が
、

私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
出
来
事

で
す
。
「
妻
が
119
番
に
連
絡
し
て

救
急
車
を
呼
ん
だ
」
「
救
急
隊
員

の
声
が
聞
こ
え
た
」
「
ピ
ー
ポ
・

ピ
ー
ポ
救
急
車
に
乗
っ
て
走
っ
て

い
る
」
「
救
急
車
が
止
ま
っ
て
大

き
な
声
が
聞
こ
え
た
」
ま
で
が
私

の
記
憶
で
す
。

私
が
気
が
付
い
た
の
は
、
大
き

な
部
屋
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
病
棟
）
の
ベ
ッ

ト
の
上
で
し
た
。
医
師
・
看
護
師

・
妻
が
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
脳
梗
塞
で
手
術
を
し
ま
し
た
が

成
功
で
す
。
大
丈
夫
で
す
よ
！
」

自
分
で
は
家
で
倒
れ
て
か
ら
、

「
痛
い
・
苦
し
い
」
と
い
う
感
覚

は
全
く
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
点

滴
や
心
電
図
等
の
管
や
線
に
繋
が

れ
て
お
り
、
色
々
状
況
を
聞
か
さ

れ
、
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

た
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

病
名

左
脳
梗
塞

左
中
大
脳
動

脈
閉
鎖

心
原
性
塞
栓

［
検
査
・
治
療
］

病
院
・
医
師
か
ら
提
供
さ
れ
た

資
料
に
よ
り
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

３
時
54
分

救
急
車
は
自
宅
近

く
の
「
中
村
記
念
病
院
」
（
南
１

条
西
14
丁
目
）
到
着
。

4
時
22
分

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共

鳴
画
像
）
撮
影
・
脳
血
管
造
影
検

査
を
実
施
。
（
脳
血
管
造
影
と
は
、

脳
を
循
環
、
栄
養
す
る
動
脈
に
カ

テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
い
管
を

入
れ
造
影
剤
を
注
入
し
て
脳
の
血

管
を
撮
影
す
る
方
法
。
大
腿
部
の

動
脈
か
上
腕
部
の
動
脈
を
穿
刺
し

て
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
。

こ
の
検
査
で
脳
の
血
管
が
細
く

な
っ
た
り
閉
塞
し
て
い
る
部
位
が

な
い
か
、
脳
出
血
の
原
因
と
な
る

動
脈
瘤
や
血
管
の
奇
形
が
な
い
か
、

腫
瘍
を
栄
養
す
る
血
管
が
な
い
か

等
を
調
べ
ま
す
。
）

検
査
結
果
は
、
私
の
状
態
は
脳

主
幹
動
脈
閉
塞
に
よ
る
重
度
の
脳

梗
塞
で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は

死
亡
お
よ
び
植
物
状
態
を
含
む
重

大
な
後
遺
障
害
を
遺
し
得
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

対
策
と
し
て
脳
血
栓
回
収
機
器

な
ど
に
よ
る
頭
蓋
内
血
管
閉
塞
に

対
す
る
再
開
通
療
法
が
脳
梗
塞
治

療
に
適
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。

５
時
05
分

発
症
時
間
が
不
明

だ
っ
た
た
め
、
ｔ
ー
Ｐ
Ａ
（
血

栓
を
４
時
間
半
以
内
に
薬
で
溶
か

す
血
栓
溶
解
療
法
）
は
見
送
り
、

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
栓
回
収
を

実
施
。
ス
テ
ン
ト
レ
ト
リ
ー
バ
ー

に
よ
る
血
栓
回
収
術
に
て
何
と
か

再
開
通
を
得
ま
し
た
。
（
５
時
20

分
）ド

ク
タ
ー
か
ら
は
左
中
大
脳
動

脈
の
枝
分
か
れ
す
る
部
分
の
付
根

付
近
に
血
栓
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
危
な
い
病

状
で
し
た
と
術
後
に
言
わ
れ
ま
し

た
。

［
経
過
］

術
後
は
順
調
で
当
日
は
右
脚
付

根
を
固
定
し
て
い
た
た
め
、
動
く

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

翌
朝
か
ら
は
ト
イ
レ
に
立
つ
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
４
～
５

日
は
単
語
が
出
て
こ
な
い
日
が
あ

り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な

後
遺
症
は
特
に
無
く
済
み
ま
し
た
。

Ｈ
Ｃ
Ｕ
病
棟
は
ベ
ッ
ト
数
が
14
床

で
急
性
期
や
手
術
後
の
方
が
入
院

さ
れ
て
お
り
、
面
会
時
間
・
人
数

の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
同
室
内

は
常
に
電
気
が
つ
い
て
お
り
、
心

電
図
な
ど
の
医
療
機
器
が
設
置
さ

れ
機
械
音
が
絶
え
ず
鳴
っ
て
い
る

状
態
で
、
回
復
が
早
か
っ
た
私
は

同
室
で
の
10
日
間
は
贅
沢
に
も
睡

眠
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

［
退
院
］

私
は
幸
い
に
も
優
秀
な
ド
ク
タ

ー
の
治
療
に
よ
り
好
き
な
ゴ
ル
フ

を
出
来
る
状
態
で
退
院
で
き
ま
し

た
。
感
謝
・
感
謝
で
す
！

退
院
に
あ
た
り
ド
ク
タ
ー
か
ら

再
発
防
止
の
た
め
に
「
禁
煙
」
を

勧
め
ら
れ
、
50
年
間
吸
い
続
け
て

い
た
タ
バ
コ
を
止
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
丁
度
一
年
経
過

し
ま
し
た
が
、
順
調
に
禁
煙
は
続

い
て
お
り
ま
す
。

自
宅
は
南
１
条
通
り
に
面
し
て

お
り
、
札
幌
医
科
大
学
等
の
医
療

施
設
が
付
近
に
あ
る
た
め
、
今
日

も
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
が
聞
こ

え
ま
す
。
皆
様
も
体
調
の
維
持
・

管
理
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下

さ
い
。

（
平
成
31
年
3
月
24
日
記
）
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池
田

隆
（
18
回
生
）

『
脳
梗
塞
を
体
験
!!

』

【
原
稿
募
集
】

皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

高
校
同
期
会
の
情
報
や
、
当
時

の
古
い
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
付
け
て
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
札
幌
支
部
事
務
局
】

函
館
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

『
一
夜
限
り
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
』

山
田

か
お
り
（
46
回
生
）



つ
ゝ
じ
ケ
丘
同
窓
会
札
幌
支
部

の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
46
回
生
（
函
館
在
住
）
の

山
田
か
お
り
と
申
し
ま
す
。

昨
年
12
月
20
日
に
当
時
２
年
生

の
西
高
生
有
志
と
共
に
、
函
館
ク

リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ス
テ
ー

ジ
で
『
一
夜
限
り
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
』
を
開
催
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

行
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

西
高
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
、

社
会
人
と
生
徒
が
函
館
の
活
性
化

に
つ
い
て
対
話
を
す
る
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

５
年
目
の
活
動
で
私
も
以
前
か

ら
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
毎

回
遊
園
地
・
水
族
館
が
欲
し
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た
い
な
ど

の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
チ
ー
ム
は
函
館
の
現
況
話
か
ら
、

函
館
は
観
光
客
目
線
の
も
の
は
多

い
が
、
市
民
が
楽
し
め
る
も
の
が

な
い
！
そ
れ
な
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
か
？
と
話
し
て
い
た
所
、
西
高

最
後
の
年
に
地
元
の
人
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
達
で
開
催
し

た
い
！
と
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
い
つ
か
実
践
に
つ
な
げ

て
あ
げ
た
い
と
い
う
想
い
が
以
前

か
ら
あ
っ
た
事
か
ら
、
卒
業
生
と

し
て
応
援
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
参
加
さ
れ
た
社
会
人

の
方
と
の
縁
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
へ

参
加
出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
学
校
行
事
と

は
別
で
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
だ
っ
た
為
、
部
活
動
を
終
え

て
か
ら
準
備
を
行
い
、
大
勢
で
行

う
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
は
昼
休
み
に

体
育
館
へ
集
ま
り
、
練
習
を
自
主

的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
メ

ン
バ
ー
集
め
や
練
習
場
所
の
交
渉

な
ど
、
生
徒
自
ら
行
っ
て
い
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
、
実
は
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
卒
業
生
と
関
わ
る

機
会
が
殆
ど
な
く
、
中
山
会
長
へ

突
然
ご
連
絡
し
た
所
、
同
窓
会
と

し
て
も
応
援
し
て
頂
け
る
と
快
く

受
け
止
め
て
頂
き
ま
し
た
。

と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
か
ら
輪
が
広
が
っ
て
い
き
、
初

対
面
の
方
も
現
役
生
が
頑
張
る
話

を
聴
け
て
嬉
し
い
と
多
く
の
方
に

協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

始
め
は
後
輩
達
を
応
援
し
て
い

る
つ
も
り
が
、
私
も
含
め
て
諸
先

輩
方
々
に
応
援
し
て
頂
い
て
い
る

事
に
気
づ
き
ま
し
た
。

年
数
は
経
過
し
て
い
て
も
西
高

の
環
境
で
学
ん
だ
事
が
自
然
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

今
回
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
生
徒

達
と
共
に
動
い
て
い
た
中
で
共
通

し
て
い
た
事
は
、
個
性
豊
か
で
責

任
感
が
高
い
事
。
そ
し
て
仲
間
へ

の
敬
意
を
持
ち
あ
り
が
と
う
の
言

葉
を
多
く
交
わ
し
て
い
た
事
で
し

た
。イ

ベ
ン
ト
前
日
ま
で
、
ク
ッ
キ
ー

や
パ
ン
の
製
作
・
衣
裳
の
作
製
・

フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
、
マ
ジ
ッ
ク
の

練
習
…
。
そ
し
て
、
当
日
に
流
す

映
像
に
そ
の
様
子
を
含
め
る
為
、

直
前
ま
で
映
像
の
編
集
作
業
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
各
自

責
任
も
っ
て
声
を
掛
け
合
っ
て
い

ま
し
た
が
、
後
か
ら
前
日
は
中
々

眠
れ
な
か
っ
た
と
も
聞
き
、
参
加

す
る
喜
び
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も

負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
た
な
と
感

心
し
て
い
ま
す
。

一
夜
限
り
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

『
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
』
が
開
催
さ

れ
た
日
は
、
海
風
の
寒
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
と
な
る
制
服
姿

で
行
い
た
い
と
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

に
学
ラ
ン
姿
で
キ
ャ
ス
ト
と
し
て

お
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
寒
さ
を
感
じ

さ
せ
る
素
振
り
も
な
く
、
ず
っ
と

笑
顔
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、

最
後
に
吹
奏
楽
の
演
奏
と
共
に
校

歌
を
歌
っ
て
い
た
姿
は
、
多
く
の

見
に
来
て
い
た
多
く
の
方
に
感
動

を
届
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
笑
顔
を
見
て
こ
れ
ま
で
携

わ
っ
て
き
た
事
に
感
謝
と
共
に
、

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
現
役
生
と
卒

業
生
が
協
力
し
て
創
り
あ
げ
る
事

の
出
来
る
西
高
を
卒
業
し
て
良
か
っ

た
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
生
徒
達
の
事
、
そ
し

て
協
力
し
て
頂
い
た
卒
業
生
や
関

係
者
の
事
を
お
伝
え
し
た
い
事
は

沢
山
あ
り
ま
す
。

意
欲
あ
る
現
役
生
、
学
校
の
柔

軟
な
協
力
、
卒
業
生
の
協
力
、
西

高
生
の
想
い
を
受
け
止
め
て
協
賛

し
て
頂
い
た
方
、
そ
し
て
会
社
の

協
力
・
・
・

一
つ
一
つ
の
縁
と
想
い
が
繋
が

り
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
を
開
催
出
来

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
田

か
お
り

早
い
も
の
で
今
年
９
月
に
は
70

歳
に
な
り
ま
す
。
20
歳
前
後
の
頃

に
は
70
歳
位
の
人
を
見
る
と
随
分

な
年
寄
（
老
人
）
だ
な
と
感
じ
て

見
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
自
分
の

歳
位
置
を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に

年
寄
り
で
は
無
い
と
自
分
で
は
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
は
中
学
・
高
校
の
頃
か
ら
体

育
会
系
で
あ
っ
た
た
め
、
柔
軟
・

屈
伸
・
腹
筋
・
腕
立
等
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
（
回
数
は
そ
の
時
々

で
変
更
）
現
在
の
体
形
は
高
校
生

の
時
と
余
り
変
わ
り
な
く
、
体
重

も
ほ
ぼ
一
緒
で
す
。

た
だ
し
、
60
歳
頃
か
ら
血
圧
が
、

64
歳
頃
か
ら
血
糖
値
が
高
く
な
り
、

定
期
的
に
病
院
通
い
を
行
い
「
薬
」

を
飲
ん
で
お
り
、
や
は
り
現
実
的

に
は
年
寄
り
の
道
を
歩
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。

［
発
症
］

脳
梗
塞
の
発
症
は
、
昨
年
３
月

12
日
３
時
頃
の
こ
と
で
し
た
。

ト
イ
レ
か
ら
戻
っ
て
布
団
に
寝
よ

う
と
し
た
時
（
痛
み
や
自
覚
症

状
は
全
く
無
し
）
に
布
団
の
上
に

「
ド
タ
！
」
と
倒
れ
た
よ
う
で
、

妻
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
飛
び
起
き
、

声
を
掛
け
て
抱
き
起
こ
そ
う
と
し

た
よ
う
で
す
が
無
理
で
し
た
。
私

は
声
も
出
ず
身
体
を
動
か
す
こ
と

も
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
何
と
な
く
で
す
が
、

私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
出
来
事

で
す
。
「
妻
が
119
番
に
連
絡
し
て

救
急
車
を
呼
ん
だ
」
「
救
急
隊
員

の
声
が
聞
こ
え
た
」
「
ピ
ー
ポ
・

ピ
ー
ポ
救
急
車
に
乗
っ
て
走
っ
て

い
る
」
「
救
急
車
が
止
ま
っ
て
大

き
な
声
が
聞
こ
え
た
」
ま
で
が
私

の
記
憶
で
す
。

私
が
気
が
付
い
た
の
は
、
大
き

な
部
屋
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
病
棟
）
の
ベ
ッ

ト
の
上
で
し
た
。
医
師
・
看
護
師

・
妻
が
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
脳
梗
塞
で
手
術
を
し
ま
し
た
が

成
功
で
す
。
大
丈
夫
で
す
よ
！
」

自
分
で
は
家
で
倒
れ
て
か
ら
、

「
痛
い
・
苦
し
い
」
と
い
う
感
覚

は
全
く
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
点

滴
や
心
電
図
等
の
管
や
線
に
繋
が

れ
て
お
り
、
色
々
状
況
を
聞
か
さ

れ
、
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

た
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

病
名

左
脳
梗
塞

左
中
大
脳
動

脈
閉
鎖

心
原
性
塞
栓

［
検
査
・
治
療
］

病
院
・
医
師
か
ら
提
供
さ
れ
た

資
料
に
よ
り
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

３
時
54
分

救
急
車
は
自
宅
近

く
の
「
中
村
記
念
病
院
」
（
南
１

条
西
14
丁
目
）
到
着
。

4
時
22
分

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共

鳴
画
像
）
撮
影
・
脳
血
管
造
影
検

査
を
実
施
。
（
脳
血
管
造
影
と
は
、

脳
を
循
環
、
栄
養
す
る
動
脈
に
カ

テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
い
管
を

入
れ
造
影
剤
を
注
入
し
て
脳
の
血

管
を
撮
影
す
る
方
法
。
大
腿
部
の

動
脈
か
上
腕
部
の
動
脈
を
穿
刺
し

て
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
。

こ
の
検
査
で
脳
の
血
管
が
細
く

な
っ
た
り
閉
塞
し
て
い
る
部
位
が

な
い
か
、
脳
出
血
の
原
因
と
な
る

動
脈
瘤
や
血
管
の
奇
形
が
な
い
か
、

腫
瘍
を
栄
養
す
る
血
管
が
な
い
か

等
を
調
べ
ま
す
。
）

検
査
結
果
は
、
私
の
状
態
は
脳

主
幹
動
脈
閉
塞
に
よ
る
重
度
の
脳

梗
塞
で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は

死
亡
お
よ
び
植
物
状
態
を
含
む
重

大
な
後
遺
障
害
を
遺
し
得
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

対
策
と
し
て
脳
血
栓
回
収
機
器

な
ど
に
よ
る
頭
蓋
内
血
管
閉
塞
に

対
す
る
再
開
通
療
法
が
脳
梗
塞
治

療
に
適
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。

５
時
05
分

発
症
時
間
が
不
明

だ
っ
た
た
め
、
ｔ
ー
Ｐ
Ａ
（
血

栓
を
４
時
間
半
以
内
に
薬
で
溶
か

す
血
栓
溶
解
療
法
）
は
見
送
り
、

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
栓
回
収
を

実
施
。
ス
テ
ン
ト
レ
ト
リ
ー
バ
ー

に
よ
る
血
栓
回
収
術
に
て
何
と
か

再
開
通
を
得
ま
し
た
。
（
５
時
20

分
）ド

ク
タ
ー
か
ら
は
左
中
大
脳
動

脈
の
枝
分
か
れ
す
る
部
分
の
付
根

付
近
に
血
栓
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
危
な
い
病

状
で
し
た
と
術
後
に
言
わ
れ
ま
し

た
。

［
経
過
］

術
後
は
順
調
で
当
日
は
右
脚
付

根
を
固
定
し
て
い
た
た
め
、
動
く

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

翌
朝
か
ら
は
ト
イ
レ
に
立
つ
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
４
～
５

日
は
単
語
が
出
て
こ
な
い
日
が
あ

り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な

後
遺
症
は
特
に
無
く
済
み
ま
し
た
。

Ｈ
Ｃ
Ｕ
病
棟
は
ベ
ッ
ト
数
が
14
床

で
急
性
期
や
手
術
後
の
方
が
入
院

さ
れ
て
お
り
、
面
会
時
間
・
人
数

の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
同
室
内

は
常
に
電
気
が
つ
い
て
お
り
、
心

電
図
な
ど
の
医
療
機
器
が
設
置
さ

れ
機
械
音
が
絶
え
ず
鳴
っ
て
い
る

状
態
で
、
回
復
が
早
か
っ
た
私
は

同
室
で
の
10
日
間
は
贅
沢
に
も
睡

眠
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

［
退
院
］

私
は
幸
い
に
も
優
秀
な
ド
ク
タ

ー
の
治
療
に
よ
り
好
き
な
ゴ
ル
フ

を
出
来
る
状
態
で
退
院
で
き
ま
し

た
。
感
謝
・
感
謝
で
す
！

退
院
に
あ
た
り
ド
ク
タ
ー
か
ら

再
発
防
止
の
た
め
に
「
禁
煙
」
を

勧
め
ら
れ
、
50
年
間
吸
い
続
け
て

い
た
タ
バ
コ
を
止
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
丁
度
一
年
経
過

し
ま
し
た
が
、
順
調
に
禁
煙
は
続

い
て
お
り
ま
す
。

自
宅
は
南
１
条
通
り
に
面
し
て

お
り
、
札
幌
医
科
大
学
等
の
医
療

施
設
が
付
近
に
あ
る
た
め
、
今
日

も
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
が
聞
こ

え
ま
す
。
皆
様
も
体
調
の
維
持
・

管
理
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下

さ
い
。

（
平
成
31
年
3
月
24
日
記
）
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池
田

隆
（
18
回
生
）

『
脳
梗
塞
を
体
験
!!

』

【
原
稿
募
集
】

皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

高
校
同
期
会
の
情
報
や
、
当
時

の
古
い
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
付
け
て
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
札
幌
支
部
事
務
局
】

函
館
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

『
一
夜
限
り
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
ラ
ン
ド
』

山
田

か
お
り
（
46
回
生
）


